
 

 

 

 

 

１ 募集学科及び募集枠 

  (1) 第一次入学者選抜の合格者数が募集定員に満たない学科において実施する。 

  (2) 実施学科と募集枠については，第一次入学者選抜の合格者発表の当日（令和８年３月12日）に県教 

育委員会が発表する。 

 

２ 出願資格 

  第一次入学者選抜への出願資格を有し，かつ，次のいずれかに該当する者とする。ただし，私立高等学 

 校に合格し，入学手続をした者は出願できない。 

  (1) 本県の公立高等学校を受検し，合格しなかった者。ただし，同一校の同一学科には出願できないも 

のとする。この場合の「同一学科」は併願した学科を含むものとする。 

 (2) 本県の公立高等学校に出願したが，病気や不慮の事故等により，学力検査を受検できなかった者 

  (3) 県外からの保護者の転勤等の理由により，本県の公立高等学校を志願する者 

 

３ 出願期間 

  令和８年３月17日（火）から３月18日（水）正午（必着）まで 

  ※ 受付時間は，締切日を除き，平日の午前８時30分から午後４時30分まで 

 

４ 出願先 

  鹿児島県立種子島高等学校 

（〒891-3196 西之表市西之表9607番地1  TEL 0997-22-1270） 

 

５ 出願手続 

(1) 入学志願者は，在学している中学校等又は卒業した中学校等の校長（以下｢出身中学校長｣という） 

を経て，本校校長へ本校所定の第二次入学者選抜入学願書を提出する。 

 なお，２の出願資格 (2), (3) を適用する生徒については，その具体的な内容を記載した意見書 

   （様式は自由）を，出身中学校長はこの入学願書に添えて提出すること。ただし，第１志望学科以外 

   に，第２志望を併願する場合には入学願書に併願する志望学科を記入すること。また，第２志望を併 

   願しない場合は，第２志望の欄に学科名を記入しないこと。 

 (2) 入学検定料として，入学願書の所定の欄に 2,200円分の鹿児島県の収入証紙を貼付する。 

   なお，東日本大震災，熊本地震及び能登半島地震の被災地域の者は，入学検定料を免除する。 

 (3) 入学志願者は，受検票に顔写真を貼付する。（写真は縦４cm，横３cm正面向きで，上半身無帽のも 

の１枚，白黒・カラーどちらでも可。裏に氏名，中学校名を記入する。）  

  (4) 出身中学校長は，第二次入学者選抜入学願書（本校所定のもの），第二次入学者選抜出願者総括表 

（様式２－３），調査書（様式４－１又は４－２）を出願期間内に本校校長に提出する。 

 (5) 出身中学校長は，身体的障害等のため受検上何らかの措置を必要とする入学志願者がいる場合は，

出願手続と同時にその旨を本校校長に申し出る。 
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  (6) 特別な理由等で年間の欠席日数が30日以上の入学志願者については，自己申告書（様式20）を出身 

   中学校長を経て，本校校長に提出することができる。 

※ 自己申告書は志願者及び保護者が記入し，封をして封筒の表に中学校等名及び本人の氏名を記入 

して提出すること。 

 

６ 入学願書の受付 

  (1) 入学願書受付後に，受検票を志願者に交付する。 

  (2) 願書提出後の転科はできない。 

  (3) 受け付けた入学願書に不正を発見した場合は，入学許可後であっても入学を取り消すことがある。 

 

７ 選抜の方法 

  選抜は，調査書の記録，本校で実施する面接及び作文，第一次入学者選抜における学力検査の結果等を 

 総合的に判断して行う。 

 

８ 選抜の期日・場所及び内容 

  (1) 期日 令和８年３月19日（木） 

  (2) 場所 鹿児島県立種子島高等学校 

 (3) 日程 8：55           集合（本校事務室前） 

        9：00 ～   9：20     出席点検・諸連絡 

            9：30 ～ 10：20     作文（50分） 

          10：35 ～  11：00（予定）  面接 

  (4) 携行品 受検票，上履き，靴入れ袋，筆記用具等 

 

９ 合格者の発表及び合格者集合 

  (1) 合格者発表 

令和８年３月23日（月）午後２時以後，受検番号を本校ホームページで発表する。 

  (2) 合格者集合 

令和８年３月23日（月）午後３時，本校事務室前に保護者同伴で集合すること。 

 

10 その他 

  詳細については「令和８年度鹿児島県公立高等学校入学者選抜実施要綱」を参照のこと。 


